
２０２５年度町田市保健所運営協議会 会議録要約 

 

 

・日 時：２０２５年８月５日（火） １９：００～２０：３０ 

 

・場 所：町田市役所市庁舎 ３階 ３－２、３－３会議室 

 

・出席者一覧  

区分 所属 氏名 出欠 

学識経験者 北里大学医学部 堤 明純 出 

産婦人科医 吉岡 俊輝 欠 

こころのホスピタル町田 宮地 英雄 出 

昭和女子大学食健康科学部 調所 勝弘 出 

医療関係団体

の代表 

一般社団法人 町田市医師会 山下 弘一 出 

公益社団法人 東京都町田市歯科医師会 戸羽 一 出 

一般社団法人 町田市薬剤師会 佐藤 康行 出 

東京都獣医師会 町田支部 原田 智 出 

町田市民病院 金崎 章 出 

市民団体から

の選出 

町田市民生・児童委員協議会 渡辺 綱市 出 

町田市町内会・自治会連合会 川畑 一隆 出 

関係行政機関

の代表 

警視庁町田警察署 江口 博行 出（代） 

警視庁南大沢警察署 堀口 栄二 出（代） 

東京消防庁町田消防署 黒﨑 清貴 出（代） 

 ※出：出席、出（代）：代理出席、欠：欠席 

 ※敬称略 

 

 

 

 

  



・要旨 

 

発言者 内 容 

 

 

１．開会 

 

 

 

事務局 

 

２．議事 

 

（１）「まちだ健康づくり推進プラン２４-３１」の進捗について 

（資料１に基づき、説明） 

 

［（１）は委員からご意見、ご質問なし］ 

 

 

 

保健総務課長 

 

会長 

 

A委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

B委員 

 

 

 

C委員 

 

 

保健総務課長 

（２）２０２４年度事業実績及び２０２５年度事業計画と進捗状況 

 

（資料２、参考資料１に基づき、保健総務課の事業について説明） 

 

町田市薬剤師会での災害対策の取組についてはいかがか。 

 

１つ目に、災害活動薬剤師の育成を行っている。講習を受けること

により、いざというときに救急医療救護所にかけつける体制の意識

づけを図っている。 

２つ目に、災害拠点薬局を指定し、市から預かっている災害時の備

蓄薬を、有事の際は災害拠点病院へ渡る役割を担えるようにしてい

る。 

最近、薬局間の情報共有システムを入れた。いざというとき薬局は

動いているのか、薬剤の在庫がどの程度あるのか、必要に応じて薬

剤を必要な場所へ譲れるようにするためのシステムである。 

 

消防署はいかがか。 

 

大規模災害の際は、市へ消防署の課長を派遣して、市へ情報提供を

行い、また市の状況を確認し協力できる体制を考えているので、今

後ともよろしくお願いしたい。 

 

スライド３の医療安全相談窓口の相談について。具体的には相談に

はどういった方が対応をしているのか。 

 

医療機関の案内については、どういった医療機関にかかればいいの

かという問いに適切な診療科についてなど案内している。 



案内をしている職員の職種としては、薬剤師と看護師の会計年度任

用職員である。 

健康推進課長 

 

D委員 

 

 

 

B委員 

 

 

 

 

E委員 

 

 

健康推進課長 

 

 

 

会長 

 

C委員 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

健康推進課長 

 

 

 

 

（資料３、参考資料２に基づき、健康推進課の事業について説明） 

 

最近、朝から救急車が走っているようだが、救急搬送の中で熱中症

が増えているのかどうか、消防署の方に伺いたい。 

また、自殺者の増減について、警察署の方に伺いたい。 

 

明確な数値がまだ出ていないため、肌感覚にはなるが、東京消防庁

全体で一日に 50～100件くらい熱中症患者が出ている。1日の全体

搬送数はおよそ 2500 件であるが、この時期は熱中症患者を搬送す

る割合は増えている。 

 

自殺者の具体的な数値を本日は持参していないが、去年よりはわず

かに減少していると記憶している。 

 

補足になるが、警察署統計等を用いて近年の傾向をみると、2022年

74 名、2023 年度は 65 名、2024 年度は 63 名と、近年は減少傾向

にはある。 

 

自殺対策推進委員会でのご意見などあるか。 

 

自殺者は確かに微減している。ゲートキーパーなどの周知を行い、

自殺の兆候がある方の受け皿になる方を養成して、みんなで防いで

いくという取り組みを広めている。 

自殺者数は全体として減っているが、若年者は少し増えているの

で、学校などと連携し、年齢別の取り組みが必要。 

また、若年層で市販の薬を使用してのオーバードーズが見受けられ

るので、注意していく必要がある。 

 

がん検診のアウトリーチは、検診の受診率の向上につなげるという

のが目標であると思うが、それをフォローしていく取り組みはある

か。 

 

がん検診の受診率については、町田市は都内でも高くはないため、

まずは認知していただくことが必要であると考えている。個別通知

以外にも、健康づくりに向けた包括的連携民間協定企業と連携した

動画作成など、新しいアプローチの仕方を検討している。 

 



会長 とても効果的な PRの媒体であると思う。 

 

保健予防課長 

 

F委員 

 

 

 

保健予防課長 

 

 

 

 

 

F委員 

 

 

 

 

保健予防課長 

 

会長 

 

G委員 

 

 

 

 

保健予防課長 

 

 

 

 

G委員 

 

保健予防課長 

 

（資料４、参考資料３に基づき、保健予防課の事業について説明） 

 

健康づくり意識の向上の部分について。健康づくり推進員を自治会

から 2名ずつ選出しているが、保健所は推進員に対し、どのような

フォローをしているのか。 

 

毎年一度、ご本人へ手引書をお送りしている。他の推進員の取り組

みの一例も合わせてお送りしている。また、活動支援のために、健

康測定器具を貸し出している。 

ただ、役割や活動の内容が分かりにくいとのお声がありましたの

で、見直していきたいと思う。 

 

推進員が自身の活動内容をより理解して取り組めるようバックア

ップしていく必要があると考える。 

推進員として選出した方をもっと有効に活用できるよう検討して

欲しい。 

 

事業の在り方を見直していきたいと思う。 

 

食育についてはどうか。 

 

「食に関する環境の整備」というところで、市内レストランと連携

をして、減塩・野菜たっぷりのメニューを提供したとあるが、何故

期間限定なのか。町田のお店に外食に行くと、減塩メニューがある、

野菜たっぷりメニューがあるというのが常にあるとよいと思うが。 

 

レストランとの調整で、常に提供していただくことが難しい部分も

ある。また、今だけ期間限定とすることで、より興味を持っていた

だけるということもあると思う。今後もいろいろなレストランへ働

きかけは続けていきたい。 

 

こういった事業は、市からお店に頼んで実施しているのか。 

 

成瀬総合体育館内レストランや森のレストランなど、比較的関係性

があるところに市から頼んで実施している。いわゆるファミリーレ

ストランなどにはまだお願いできていない状況。 

 



保健予防課 

母子保健担当課長 

 

会長 

 

H委員 

 

 

 

保健予防課 

母子保健担当課長 

 

（資料５、参考資料４に基づき、保健予防課 母子保健担当の事業

について説明） 

 

歯と口の健康づくりの取組みについてはいかがか。 

 

オーラルフレイルのことは出てくるが、口腔機能発達不全について

の対応も重要である。乳幼児期から歯科が関わり、発達状態をみる

ことができるような健診にしていただけるといいと思う。 

 

関係機関とも相談しながら、健診方法については考えていきたい。 

生活衛生課長 

 

会長 

 

I委員 

 

 

 

 

 

 

 

生活衛生課長 

 

 

 

 

I委員 

 

 

J委員 

 

 

生活衛生課長 

 

 

（資料６、参考資料５に基づき、生活衛生課の事業について説明） 

 

動物愛護の話があったが、ご意見はあるか。 

 

動物の共生のなかで、地域猫は全国的にも有効なものである。一方

で、ウイルス性の疾患である SFTSが一気に今年度流行している。

致命率が高く、三重県では感染症にかかった猫を診察した獣医師が

感染して亡くなっている。茨城県、神奈川県でも人への感染が確認

されている。 

外猫と接触することで、感染のリスクがあるため、地域猫の活動を

している方にも、この状況を共有すべきと思うがどうか。 

 

地域猫の活動を行っているボランティアの方には、必要に応じて情

報提供を行っている。ただ、情報だけが先行しパニックにならない

よう、周知方法や、啓発の仕方については、専門家に相談しながら、

よりよいタイミングで進めたいと思う。 

 

数日の間で、三重県の獣医師は感染から亡くなっている。高齢者な

どリスクの高い方から情報提供していっていただければと思う。 

 

過去に食中毒を出した飲食店にはその後、どれくらいの頻度で監視

をしているのか。 

 

食中毒の出た飲食店への監視回数は、具体的に月に何回と決まって

いるわけではないが、あらかじめ決めた計画以上は、巡回指導して

いるところである。 

 



会長 

 

 

K委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

F委員 

 

 

 

 

生活衛生課長 

 

 

 

 

保健予防課長 

 

議事は全て終了したが、全体の中で伝えたいご意見・ご質問等はな

いか。 

 

災害医療対策については、連携を取りながら体制を整えていきた

い。 

がん検診の受診者は後期高齢者が多く、６０代くらいの方が少ない

状況にあるので、そのような方が受診していただけるようになると

いいと思う。 

 

焦点を定めたアプロ―チも大切である。 

 

コロナも落ち着き、以前のように自治会・町内会の活動も活発にな

ってきているが、イベント等でのコミュニケーションの中での食中

毒や感染症などの不安も持っている。その場合、どのようなことに

気を付けたらいいか。 

 

お祭りや地域の行事にて食品を扱う際は、まずは開催届を作成して

保健所に提出していただくようお願いしている。これをもとに個別

にご助言をさせていただいているため、確実なのは開催届を出して

いただくことがまず必要かと思う。 

 

感染症予防対策の件では、なかなかリスクを０にすることが出来な

いが、対策として、例えば流行時期を避ける、屋外の実施とする。

予防接種を受けるなど平常時からの予防対策も大切。 

感染症の流行状況に意識しながら実施していただくのは重要。流行

状況については、市 HPでも伝えている。ただし、ネットを使用し

ない高齢者にはどのように情報を届けたらよいかということに悩

んでいるため、何かいい方法などあれば、ご助言いただきたい。 

 

 

事務局 

５．閉会 

 

以上で保健所運営協議会を閉会します。本日は誠にありがとうござ

いました。 

 


